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報報報報　　　　　　　　告告告告　　　　　　　　書書書書

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第1項の規定により、
平成27年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に
ついて、報告書を提出する。

　　平成28年11月25日

小林市教育委員会　　　
委員長　槇　健一郎　　

－　１　－



○○○○自己点検自己点検自己点検自己点検・・・・評価評価評価評価のののの考考考考ええええ方方方方

高

中

低 ←

　→

低 中 高

　　　　【重要度】 【実現度】

　「高」 非常に重要 　「高」目的を達成できた

　「中」 重要 　「中」おおむね目標を達成できた

　「低」 緊急性は低い 　「低」目的達成には努力を要する

観点から自ら点検・評価を行い、その結果を公表することは、政策立案を的確に行う

とともに、住民に対する説明責任を果たす上で重要である。

　そこで、平成27年度分の自己点検・評価を平成28年度に実施し、報告を行うものと

する。

　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「地教行法」という。）の

改正に伴い、平成20年度から教育委員会の権限に属する事務の管理・執行について

　教育委員会が、地域の教育課題に応じた基本的な教育の方針・計画を策定し、これ

に即して実施した政策について、政策効果をしっかりと把握し、必要性、効率性等の

点検及び評価を行うこととなった。

　　　　　※教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務については、事務事業

　　　　　　評価を代替として報告を行うものとする。

　なお、教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務については、企画政策課で

取りまとめている「事務事業評価」を自己点検・評価として代替するものとする。

○○○○具体的具体的具体的具体的なななな点検点検点検点検・・・・評価評価評価評価のののの方法方法方法方法

実
現
度

重要度

－　２　－

　次の２つの項目に分類した。

　シート　その１　教育委員会の活動

○○○○重要度重要度重要度重要度・・・・実現度実現度実現度実現度のののの基準基準基準基準

　シート　その２　教育委員会が管理・執行する事務



○

←

　→

○

←

　→

○

←

　→

○

←

　→

○

←

　→

－　３　－

実
現
度

重要度

(1)

(2)

教育委
員会の
会議の
公開

①

②

教育委
員会の
会議の
運営改
善

①

②

平成２７年度　小林市教育委員会の自己点検・評価シート　その1

大項目 中項目 小項目 Ｈ２７ 点検・評価

教育委員会
会議の開催
回数

教育委員会
会議の運営
上の工夫

　教育に関する報道などの情報を教育委員と共
有することや、議案を上程する定例会の前の定
例会で事前説明を行うことで、より深まりのあ
る会議の運営に取り組んだ。
　また、教育委員が相互の意見交換を行いやす
い雰囲気作りに努め、教育長が教育行政の状況
について毎回報告し、教育委員間の情報共有に
努めるなど、会議進行上の工夫を行った。

実
現
度

重要度

　定例会については月１回、臨時会については
急を要する議案等が生じた場合に開催した。
　平成２７年度は、１２回の定例会、３回の臨
時会を開催した。会議では事務局からの報告件
数が１５件、上程された議案は70件であり、
教育委員の承認件数は70件であった。
　今後も計画的に会議を開催するとともに、本
市の教育推進のため十分な議論、検討を行って
いく。

実
現
度

重要度

教育委員会
会議の傍聴
者の状況

　教育委員会会議の開催日はあらかじめ告示
し、小林市ホームページにおいても開催状況を
広く周知した。
　より効果的に周知する方法、開催会場や開催
日時（夜間、休日の開催等）等について継続し
て検討する必要がある。

実
現
度

重要度

会議録の公
開、広報・
公聴活動の
状況

　会議の議事録の情報公開請求はなかった。
　会議の概要については小林市ホームページに
掲載し、周知を図った。
　今後も、小林市ホームページや市報等を積極
的に活用し、広報活動を行っていく。
　さらに、教育委員会の活性化を図るため、社
会教育委員やスポーツ推進委員等の各種委員と
の意見交換会の開催や、教育委員による社会教
育委員の会の傍聴など、それぞれの活動や取組
について相互に連携を図っていきたい。

実
現
度

重要度

　教育行政の課題等について、市長と教育委員
による総合教育会議が開催され、教育に関する
大綱や教育施策等について意見交換を行うこと
ができた。また、教育長は市長及び副市長との
連絡調整を密に行い、新たな教育方針を打ち出
し、新規事業への取組や、予算面への反映など
の成果が得られた。
　教育委員会が地域における教育の担い手とし
ての責任を果たすため、今後も市長及び副市長
との意思疎通を図りながら「協働のまちづく
り」や「協働の学校づくり」を一体となって推
進していく。

１
　
教
育
委
員
会
の
活
動

(３)

教育委
員会と
首長と
の連携

①
首長との意
見交換



○

←

　→

○

←

　→

○

←

　→

－　４　－

中項目 小項目

平成２７年度　小林市教育委員会の自己点検・評価シート　その１

大項目 Ｈ２７ 点検・評価

(４)
教育委
員の自
己研鑽

①

(５)

学校及
び教育
施設に
関する
こと

①

②

研修会への
参加状況

　教育委員を対象とした研究大会・研修会に参
加し、教育委員会及び教育委員活動の職務遂行
に必要な知識等を深めることができた。県内の
教育委員と情報交換等もできたため、有意義な
機会となった。
　さらに、南部教育事務所管内の市町教育委員
意見交換会に参加し、南部教育事務所や管内の
市町教育委員との意見交換を行った。
　今後も積極的に研修に参加するとともに、近
隣市町との合同研修会等の更なる充実を図って
いく。

重要度

実
現
度

　平成２４年度から、学校訪問の形態を変更
し、教育委員の立場で必要な訪問内容に改善し
た。児童生徒の学習環境、学校施設の現状や教
職員の勤務環境等の把握などを目的に学校訪問
を行った。
　学校訪問後には、教育委員会会議の中で感想
や課題を報告し、教育施策や予算等に反映させ
ることができた。
　今後も学校現場の現状や課題等を把握するた
め、教職員との意見交換の時間を重視するな
ど、より効果的な学校訪問となるよう内容の見
直しを検討していく。

実
現
度

重要度

重要度

実
現
度

学校訪問

１
　
教
育
委
員
会
の
活
動

所管施設の
訪問

　学校施設については、学校訪問の中で状況の
把握に努めた。
　社会教育施設や文化・スポーツ施設などの現
地確認等の機会を設けるために、今後の運営上
の工夫が必要である。
　今後も教育施設の適正な管理に必要な施策及
び事業を推進するために、計画的に訪問を行う
必要がある。



○

←

　→

○

←

　→

○

←

　→

←○

　→

○

←

　→

○

←

　→

○

←

　→

－　５　－

Ｈ２７ 点検・評価

　学校医ほか各種委員等の委嘱2５件を、提案のとお
り承認した。

実
現
度

重要度

実
現
度

重要度

実
現
度

教育予算その他議会の
議決を経るべき議案の
原案の決定に関するこ
と

小林市立の小学校及び
中学校その他の教育機
関の設置、移転及び廃
止に関すること

教育に関する事務の管
理及び執行の基本的な
方針に関すること

教育委員会規則及び教
育委員会の定める規程
の制定又は改廃に関す
ること

重要度

実
現
度

重要度

実
現
度

県費負担に係る教職員
の人事の内申に関する
こと

・３月第３回臨時会
　人事異動に際し、県との協議を重ね、適材適所の人
事異動が実現できた。

　小・中学校の設置、移転及び廃止に関する事務はな
かった。

教育委員会事務局及び
学校その他の教育機関
の職員の任免その他の
人事に関すること

・３月第４回定例会
　教育委員会の充実と活性化を図るため、市長部局と
の交流を図るなどの観点で協議を重ね、適材適所の人
事異動が実現できた。

実
現
度

重要度

(7)

教育委員会の所管に属
する各種委員会委員の
任免、委嘱及び解嘱に
関すること

(1)

(2)

(3)

(4)

平成２７年度　小林市教育委員会の自己点検・評価シート　その２

大項目 中項目

２
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

　「小林市教育基本方針並びに教育施策」及び「小林
市教育推進プラン」において、平成２７年度の施策や
事業を示した。
　また、「小林市教育推進プラン」については、平成
２７年度からの５か年計画を見通し、新たに「０歳か
ら１００歳までの小林教育」とする方針を策定した。

(6)

　会議の開催状況
・５月第６回定例会　平成２７年度６月補正予算
・8月第１０回定例会　平成2７年度9月補正予算
・11月第1３回定例会　平成2７年度12月補正予算
・2月第２回定例会　平成27年度3月補正予算
・2月第２回定例会　平成28年度当初予算

(5)

重要度

　平成２７年度は、条例４本、規則１２本、要綱９
本、規程１本、細則２本の制定・改廃を行った。
　特に、子ども・子育て支援新制度開始に伴う幼稚園
保育料の見直しについては、これまでの単一料金から
所得状況等に応じた応能負担の考えを取り入れた、階
層別の料金表を導入する準備を行った。

重要度

実
現
度



←○

　→

○

←

　→

○

←

　→

←○

　→

○

←

　→

○

←

　→

－　６　－

点検・評価Ｈ２７

平成２７年度　小林市教育委員会の自己点検・評価シート　その２

大項目 中項目

２
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

(8)
学校の通学区域の設定
及び変更に関すること

(10)

小林市文化財保護条例
（平成１８年小林市条
例第１１５号）による
文化財の指定及び解除
に関すること

(11)
請願、陳情、訴訟及び
異議の申立てに関する
こと

(9)
教科用図書の採択に関
すること

・７月第９回臨時会
　中学校教科用図書の採択を行った。

実
現
度

重要度

実
現
度

　通学区域の設定及び変更に関する事務はなかった。

　請願、陳情、訴訟及び異議の申立てはなかった。

実
現
度

重要度

　県指定の天然記念物「オオヨドカワゴロモ自生地」
について、国指定となるよう要望を承認し、平成２７
年７月に申請した。
　平成２８年３月に、国指定となることが公表され
た。

実
現
度

重要度

(13)

教育に関する事務の管
理及び執行の状況の点
検及び評価に関するこ
と

　平成２０年度から教育委員会が管理・執行する事務
に関する報告を事務局に求め、目標に対しての成果や
課題等を教育委員相互に確認し、共有するなどきめ細
かな点検・評価を行っている。平成２７年度は、平成
２６年度の評価について１０月第１０回定例会におい
て決定、１２月議会で小林市議会に報告し、１２月に
小林市ホームページにて公表した。

　小林市立図書館、小林総合運動公園市営プール及び
森永貞一郎記念館については、指定管理者による施設
管理、運営を行った。
　小林市立図書館は、平成２７年度も入館者数、貸出
冊数が増えるように、住民ニーズに効果的に対応した
運営がなされている。
　市営プールは、施設の管理に関する協定を平成２７
年度に指定管理者と締結し、市民ニーズに合わせた管
理がなされた。なお、指定管理の期間は５年間であ
る。
　森永貞一郎記念館は、指定管理の受託者である森永
貞一郎顕彰会が、平成２８年３月で解散したため、平
成２８年度から市直営の施設となった。

(12)

教育委員会が管理する
公の施設に係る指定管
理者制度の導入並びに
指定管理者の選定及び
指定に関すること

重要度

実
現
度

重要度

重要度

実
現
度



－７－

　教育委員会は、地域の教育を担う機関として、より開かれた運営と活発な議論を行
い、その機能を十分に発揮しながら諸施策を適正かつ円滑に実施していくことが、市民
への説明責任を果たすことであり責務であります。
　その中で、平成２７年度の教育委員会活動は、議案の議決、報告事項、事業や課題等
を審議する毎月の委員会のほかに、学校との連携を密にするため、「教育委員学校訪
問」を実施いたしました。
　また、地教行法の改正に伴い設置された総合教育会議において、教育委員と市長が、
今後の教育行政や教育の大綱について意見交換ができたことは、大きな意義があると考
えます。
　一方で、会議の傍聴者が少ない現状等から、会議の周知については、今後の課題であ
ると捉えております。
　前述の地教行法改正に伴い、より具体的な議事録の公表も求められることから、広
報・公聴活動方法の工夫や、市民や関係機関との意見交換の場を多く持つなど、情報の
伝達、公開の推進については引き続き取り組むことが必要であると考えます。
　あわせて、開催会場を各地の教育施設にて行う等の工夫をすることにより、点在する
教育施設の現地確認等も効率よく行えるため、今後の定例会議の開催に当たっては、
様々な要素を織り交ぜながら計画して行く必要があります。
　今後も、地域・社会・学校関係者等、多くの方々と意見交換の場を設けることで、市
民との意思疎通を図りながら、一層の教育委員会の活性化を目指してまいります。

総合評価 

知見の活用（地教行法第２６条第２項の規定による）

　平成27年度の小林市教育委員会においては、おおむね順調かつ適正に事業が計画・
実施されているものと評価される。
　特に重要度が高い項目については、高い実現度を達成しており、教育委員会の活動等
が効果的に推進されていることが覗える。
　前年度は、計画されながらも諸般の事情で実施できなかった市長と教育委員による意
見交換についてであるが、平成27年度は「総合教育会議」を開催し、その中で教育行
政の課題等について意見交換ができたことは、今後の小林市の教育行政の改善や新たな
事業等の推進・展開に繋がることが期待でき、大いに評価できる。
　また、平成24年度から実施している「教育委員学校訪問」も継続的に行い、学校現
場の状況を適宜把握し教育施策や予算等に反映させていることは、評価に値する。
　管理・執行事務に関していえば、子ども・子育て支援新制度開始に伴う幼稚園保育料
を見直し、所得状況等に応じた応能負担の考えを取り入れた階層別料金の導入の準備を
しており、時代に応じた対応を検討していると言える。
　さらに、県指定の天然記念物「オオヨドカワゴロモ自生地」を国指定となるように申
請をし、平成28年3月に国指定となることが公表されているが、本県の財産である豊か
な自然環境を維持し、全国へそのことを発信していく取組であると高く評価することが
できる。
　公の施設の管理については、市民のニーズに合わせた管理の変更等を行っており、一
定の評価ができる。
　一方、教育委員会から市民への情報発信・広報活動については、継続的に取り組む課
題として残されている。
　小林市ホームページや市報等を活用し積極的に情報発信しているものの、受け手の側
の状況が見えてこない。
　引き続き、広報活動に積極的に取り組むとともに、市民のニーズに応えていける取組
がなされることが望まれる。
　今後とも、円滑で適正な教育委員会活動が推進されるとともに、地域のニーズに合っ
たより一層有効性の高い、市民に開かれた諸事業が展開されることを期待する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎大学教育学部長　添田佳伸


